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せいしんかい報 注目記事

◆１～３ページ　新年のあいさつ

◆４ページ　　　ふじみの森フェスティバル・歩行者天国 他

◆５ページ　　　高齢者施設訪問・親子遠足・ウォーキング

◆６ページ　　　やしおみ荘へ行こう・研修報告

法人本部
〒972-0161 福島県いわき市遠野町上遠野字堀切12-1

(0246) ７４－１５５１　(0246) ７４－１５６１

救護施設やしおみ荘
〒972-0161 福島県いわき市遠野町上遠野字堀切27
(0246) ８９－３３３３　(0246) ８９－３３３４

障害者支援施設ふじみの園・ショートステイほっと
〒972-0252 福島県いわき市遠野町上根本字白坂384-1
(0246) ８９－３４００　(0246) ８９－３４５４

グループホーム　レジデンスなこそ
メゾン・ド・あたご、メゾン・ド・ほりきり、コーポおかおな

就労継続支援Ｂ型ワークセンターしおさい
〒971-8161 福島県いわき市小名浜諏訪町1-10
(0246) ７３－２０７７　(0246) ７３－２０７８

就労継続支援Ｂ型天真庵
〒974-8212 福島県いわき市東田町2-11-7 
(0246) ７７－２０３３　(0246) ７７－２７３３

障害児通所支援第２ちゃーむ・日中一時支援第２ちゃーむ
〒973-8409 福島県いわき市内郷御台境町鶴巻45-2
(0246) ８４－６８８２　(0246) ８４－６８８３

障害児通所支援みによん・日中一時支援みによん
〒974-8261 福島県いわき市植田町林内11-1
(0246) ８５－５７２０　(0246) ８５－５７２１

ハーモニーセンター
〒971-8162 福島県いわき市小名浜花畑町19-10

　・指定特定相談事業所せんとらる
　(0246) ３８－３５２０　(0246) ３８－３５２１

　・就労継続支援Ｂ型・就労移行支援虹のかけはし
　(0246) ７３－０１１１　(0246) ７３－０１１２

　・障害児通所支援ちゃーむ・日中一時支援ちゃーむ
　(0246) ７３－２０３３　(0246) ７３－２０３４

社会福祉法人　誠心会   理事長　松 﨑  有 一

令和２年

　明けましておめでとうございます。昨年は大変

お世話になりました。当法人は昨年で設立40周年

を無事に迎えることができました。これも一重に、

法人に関係する方をはじめ、多くの皆様方からの

ご支援の賜物と思っております。どうぞ今後とも

よろしくお願いいたします。

　さて、昨年は世界でも多くの出来事がありまし

た。香港において学生達を中心とした民主化を目

指す大規模なデモの運動や、フランスにおける世

界遺産のノートルダム大聖堂での大火災、北朝鮮

によるミサイル発射実験や米中貿易摩擦による

経済の混乱などがありました。我が国において

は、天皇陛下退位により、「平成」から「令和」

へと改元され、新時代が到来しました。また、国

家財政の大きな赤字が続き、消費税率10％に引き

上げられ、国は全世代型社会保障を目指すべく政

策に着手しました。さらに、台風による大きな被

害や沖縄における首里城の火災による消失など

のニュースが飛び込んできました。一方明るい

ニュースとしては、吉野彰氏によるノーベル化学

賞の受賞やローマ教皇が38年ぶりに来日する等、

大きな話題がありました。

　福祉に目を向けてみると、制度や分野ごとの「縦

割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、

地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として

参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に

創っていく社会を目指そうと、様々な施策が提起

されてきています。それらは、平成29年に社会福

祉法改正案が国会に提出され、「地域共生社会」

の実現に向けてその法案は可決・成立し、平成30

年に施行され、令和元年には地域共生社会推進検

討会が設置されました。令和元年７月には中間取

りまとめが行われ、支援を必要とする住民が抱え

る多様で複合的な地域生活課題についての把握及

び関係機関との連携など、地域福祉推進の理念が

規定されました。地域住民の地域福祉参加の促進

等，市町村が包括的な支援の体制をつくること、

市町村が地域福祉を策定するよう努め、地域福祉

計画を充実させること、等が挙げられます。これ

らは、住民が主体的に地域課題を把握して解決を

試みる体制づくりや他機関の共同による包括的支

援体制の構築であり、関係機関は総合的な相談支

援体制をつくることが求められています。このよ

うに、誰しもがその地に生まれ、育ち、その地で

安心して生活が送れる「福祉社会」が来ることを

望んでいます。

　当法人も、昭和、平成とその時代の潮流のもと

事業を展開して参りましたが、今後は、令和とい

う新しいステージのもとで何ができるかを役職員

一同、原点に戻り事業を推進して参りたいと考え

ております。どうぞ、各関係者の皆様におかれま

しては、倍旧のご指導ご鞭撻くださいますよう、

重ねてお願い致しまして、年頭のご挨拶にかえさ

せていただきます。
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救護施設
やしおみ荘
 施設長　渡邉　誠二郎

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　昨年中は、利用者様やご家族様、そして地域

の皆様より、暖かいご支援やご理解を賜り厚く

御礼申し上げます。

　昨年は台風19号がいわき市に直撃し、市内各

地が甚大な被害に見舞われました。自然災害の

脅威を感じ、改めて利用者の安心、安全に対し

ての配慮の重要性を確認した１年となりました。

　やしおみ荘では、『地域に信頼され、地域に

愛され、地域と共に進化し、信頼と安心と安全、

人権を尊重し、そして生きがいを提供する』と

いう経営理念のもと、職員一同一丸となって努

力して参りました。地域福祉の中の救護施設と

して、重要な位置づけとしてお役に立つことが

できたのではないかと思っております。これも

ひとえに、地域住民、各関係機関等の皆様のご

理解とご協力があったからこそ、継続できたも

のと深く感謝申し上げます。

　さて、毎年恒例の行事として開催しておりま

した「やしおみ荘夏祭り」ですが、近年、毎年

のように続いております、記録的な猛暑と入所

者の高齢化に伴う入所者の体調面を考慮いたし

まして、今年より「やしおみ荘秋祭り」として

時期を秋に変更して開催することといたしまし

た。開催時期は変更となりますが、これからも

地域の皆様と共に一緒に楽しむことができるよ

う、職員一同取り組んで参りたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。

　今後、私たちは、地域の活動を通じて社会貢

献に力を入れるなど、地域に根差した施設を目

指していきたいと考えております。まだまだ力

不足は否めませんが、本年も利用者様、ご家族

様、そして地域の皆様方の変わらぬご指導ご支

援をお願い申し上げます。皆様におかれまして

も、今年が良き年になりますように、ご祈念申

し上げ、年頭の挨拶とさせて頂きます。

共同生活援助
 管理者　永沼　憲一

　令和の時代もあっという間に２年目に突入い

たしました。利用者様はじめ、ご家族様、地域

の皆様、福祉に関係する皆様には、健やかに新

年を迎えられたことと心よりお喜び申し上げま

す。また、日頃より私どもの福祉活動に対しま

して多大なご支援を賜り、深く感謝申し上げま

す。

　さて、「昨年国内を沸かせた出来事は？」と

問われ、「ラグビーのワールドカップ」と答え

る人は少なくないと思います。そして私もその

一人であるわけですが、今大会を通して日本

チームが、そして世界の各チームが教えてくれ

たことは非常に大きかったようです。勿論屈強

で俊敏な男たちのぶつかり合いと日本チームの

活躍が感動を呼んだことは言うまでもありませ

んが、それ以外の所でも…。

　今大会と時を同じくしてやってきたのは史上

稀にみる猛烈な台風。多くの方が被害にあわれ

ましたが、選手の皆さんが被害者支援に協力し

てくれている姿が多数報道されました。まさに

ノーサイドの精神、ワン・フォア・オール、オー

ル・フォア・ワン、これを見せてくれたと思い

ます。我々福祉に携わる者たちにとっても見習

えることが大きかったようです。いつだって根

本的に大切なのは支えあい…、そういうことだ

と感じました。

　今年も新たなスタートです。小さなことから

一歩ずつ、この支えあいが実現できるように、

職員一同微力ながら業務に尽力いたしますの

で、皆様のご指導、ご協力の程、よろしくお願

い申し上げます。

新年のごあいさつ
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障害児通所支援　
ちゃーむ・第２ちゃーむ・みによん

 管理者　小宅　幸恵

　あけましておめでとうございます。令和最初

のお正月、格別の思いであります。

　旧年は関係各位のご協力と多大なるご支援を

賜り、無事に業務を遂行できたことを自負して

おります。誠にありがとうございました。

　さて、令和の時代になり、その時代に込めら

れた思いと真摯に向き合い、自分の価値観を見

つめ直してみたところ、やはり利用者やその家

族、地域の方々全てがそれぞれの価値観を有し

ているわけですから、その多様性を令和の思い

に込められた「美しい調和」を意識して、全て

の人の価値観を尊重した調和のとれた社会づく

りに貢献していきたいと思いました。

　子年は、十二支の中で一番初めに位置するこ

とから新たな物事を始めるのにふさわしい時期

でもあります。夢や希望を持ってチャレンジす

る精神は決して忘れてはいけないことだと思い

ますし、今年はこうした気持ちで頑張っていき

たいと思います。本年もよろしくお願い致します。

就労移行支援・就労継続支援Ｂ型　

　虹のかけはし
就労継続支援Ｂ型
　ワークセンターしおさい、天真庵

 管理者　木村　　大

　謹んで新春のお喜びを申し上げます。

　利用者様、ご家族様、関係機関の皆様、そし

て地域の皆様には常日頃より格別のご理解とご

協力を賜っておりますことを深く御礼申し上げ

ます。

　昨年は天皇陛下が御退位されるとともに新天

皇陛下が御即位され、新しい元号が「令和」に

変わる特別な年となりました。即位礼正殿の儀

をはじめ、皇室関係の行事に興味を示した方も

多かったと思います。皇室といえば、日本で初

めての知的障害児者施設「滝乃川学園」と深い

つながりがある事が有名です。創設者である石

井亮一は「人は、誰かを支えている時には、自

分のことばかり考えているけれど、実は相手か

らどれだけ恵みをもらっているかは、気づかな

いものだよ。」という言葉を残しています。

　当事業所では働く為に利用者様が通われ、自

己実現に向けた支援を行っていますが、石井亮

一の言葉に照らし合わせますと、無意識のうち

に職員も学ぶ事も多く、時には元気をいただい

ており、つまりは支え合っている事になります。

元号が変わっても、支え合うという福祉の原点

は変える事なく、今後も支援していくつもりで

ございます。

　本年も地域と共に支え合いながら、利用者様

の夢を叶えるべく邁進して参りたいと思います

ので、職員一同、皆様のご支援ご鞭撻を賜りた

くお願い申し上げます。

相談支援事業所

せんとらる　

 管理者　七木田　俊介

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。

　昨年中は利用者様、ご家族様、地域の皆様、

関係機関の皆様より暖かいご支援やご理解を賜

り厚く御礼申し上げます。

　昨年は「平成」から「令和」へと歴史の変わ

り目の年となりました。「令和」とは人々が美

しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つとい

う意味とのことです。せんとらるも令和の意味

するごとく、利用者様と心を寄せ合い、利用者

様が人生の希望の花を咲かせることができるよ

うお手伝いしていきたいと思います。

　せんとらるでは昨年末より相談支援専門員が

２名体制となり、今後は今まで以上に利用者様

にお会いし、お話をする機会が増やせると考え

ております。また、職員一人ひとりが専門性

の向上を図り、職員間で連携を図り、「ONE 

TEAM」として、利用者様に寄り添った支援

を目指していけるよう努力して参る所存でござ

います。

　本年も皆様のご支援ご鞭撻を賜りたくお願い

申し上げます。
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　10月14日(月）３事業所合同で、植田歩行者天国に参加しました。当日、天
候はあまり優れず肌寒かったのですが、利用者一人ひとりの笑顔が寒さを忘れ
させてくれました。虹のかけはしのパン・シュークリーム、ワークセンターし
おさいの生麺（うどん・ラーメン）、天真庵の手づくり弁当を販売し、お客様に
は大好評でした。各事業所で呼び込みをして、活気溢れる販売でした。昼食も
各自好きな食べ物を選び、輪になって食事をしながら「販売頑張ろう」と声を
掛け合っていました。

　11月２日（土）小名浜の複合施設、ハーモニーセンターにて、地域におけ
る公益的な取組の一環として「ハーモニーセンターへ行ってみよう」を開催
しました。公益的な取組が目指すものは「地域に暮らす人たちが互いに支え
合いながら、自分らしく活躍できる社会」という地域共生社会の理念が根底
にあります。今回の取組は、まず地域の方々との接点を持ち、私たちの事業
を知っていただく事から始めました。
　会場ではクラシックカーの展示や着ぐるみキャラクターの案内を始め、施

設内見学を中心にゲームコーナーやミニシュークリームの作り方体験、おにぎり・豚汁
コーナーでは地域の方々と意見交換等の交流を図りました。地域の方々からは「気になっ
ていた施設を見学できて良かった」等のご意見と共に、様々な情報やアドバイスをいた
だきました。今回の取組が地域での支え合いの第一歩となり、地域のニーズに応えるべく、
法人では何が出来るのかを思慮しつつ、地域の拠点になれるよう尽力していきたいと思
います。

　９月28日（土）第28回ふじみの森フェスティバルを開催しました。いわきラブフィーストゴスペルクワイア
さん、エクスプレションＤＳさん、菊池章夫さん、フレアいのバーテンダーヨコタさん、志摩幸子さんにご出
演いただきました。地元の上遠野・入遠野の婦人会の皆様、遠野地区社会福祉協議会の皆様、社会福祉法人誠
心会後援会様、福祉レクリエーションネットワーク様、せせらぎ会様、常磐開発株式会社様、日清医療食品株
式会社様、そして根本地区住民の皆様の多大なるご協力があり、今年も無事にふじみの森フェスティバルを開
催することが出来ました。来場してくださった皆様、運営に携わってくださった皆様に心より御礼申し上げます。

　一つひとつの経験が大きな成長、また自信につながるよう、子ども達の個性を大

切にしながら、毎日明るく支援していきたいと思います。

　みによんでは月２回、英語に触れる行事として「えいごでＦＵＮ」があります。

活動内容としてはHello songの曲に合わせて踊ったり、アルファベットカードを

使っての学習をしています。また、英語の絵本での読み聞かせやチキンダンスなど

を子ども達は毎回楽しみにしています。児童発達の未就学児にも開催しており、ア

ルファベットカードを使ったゲームはとても喜び、盛り上がります。「えいごでＦ

ＵＮ」を行うようになってから英語に興味を持ち、色々な単語を覚えて簡単な英会

話ができる子もいます。この活動を通して、子ども達がもっとみによんに来るのが

楽しみになってくれたら私たちも嬉しいです。

第28回ふじみの森フェスティバル　� ふじみの園

パティオ通り歩行者天国販売　� 虹のかけはし・ワークセンターしおさい・天真庵

地域における公益的な取組 ハーモニーセンターへ行ってみよう

新人紹介 本馬　キヨ子（みによん）

療法紹介～えいごでＦＵＮ～
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　11月６日（水）いわき市21世紀の森公園で、秋を感じながら健康増進を目的とした行事の「ウォーキン

グ」を開催しました。利用者40名・職員12名の計52名が参加し、快晴のもと公園のわんぱく広場周辺を歩

きました。元気よく５周歩く方もいれば、ゆっくりと２周歩く方等、それぞれが自身のペースで歩いてい

ました。元気よく歩き切った後の弁当は格別で、皆「美味しい」と笑みを浮かべながら食べており、おや

つやジュースも出て利用者は喜んでいました。食休みした後は、公園内を散策したり、滑り台で遊んだり

し、一人ひとりが気分をリフレッシュすることが出来た１日になったのではないかと思います。

　９月14日（土）毎年恒例となりました高齢者施設訪問、今年もサニーポート小名浜様へ訪問させていた

だきました。利用者の代表が元気よくあいさつすると、始めに第２ちゃーむの子ども達がヒット曲「パプ

リカ」や「幸せなら手を叩こう」に合わせて可愛いダンスを披露し

ました。２番手は、みによんの子ども達が「小さな世界」と「さんぽ」

を歌と楽器演奏で披露し、高齢者の方々に手拍子してもらいました。

最後はちゃーむの子ども達が毎月行っているフラ体操を披露し、上

手にできて喜んでもらいました。ピアノ演奏として、みによんの利

用者にＮＨＫ連続テレビ小説の曲「優しいあの子」を含む３曲を演

奏してもらい、大きな拍手をいただきました。その後の交流会では

子ども達とタッチをしたり、握手をしたりと楽しく過ごし、高齢者

の方々に子ども達の元気を届けられたと思います。

　11月30日（土）児童３事業所合同での親子遠足を開催しました。たくさんのご家族にご参加いただき、

とても楽しい時間を過ごすことができました。今年は観光バスに乗って、「東北サファリパーク」へ行き

ました。バスの中では添乗員のダジャレたっぷりの楽しいお話に大笑いしながら、あっという間に時間

が過ぎていきました。サファリパークでは、動物

達のショーやバスで移動しながらラクダやキリン

等の餌やりを楽しみました。動物への餌やりでは、

至近距離で見るライオンに圧倒されたり、バス内

に象の鼻が侵入したりと、スリル満点な餌やりを

体験することができました。お蔭様で、帰りのバ

スの中では、子どもたちの「楽しかった」の声を

たくさん聞くことができました。保護者の皆様、

大変お世話になりました。来年も是非、たくさん

のご家族のご参加をお待ちしております。

高齢者施設訪問　� ちゃーむ・第２ちゃーむ・みによん

ウォーキング　� ふじみの園

親子遠足　� ちゃーむ・第２ちゃーむ・みによん
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　昨年は台風19号により、いわき市を含め、福島県内の一部地域では河川の氾濫等で甚大な

被害を受けました。未だにその爪痕は残り、復興・復旧に尽力しています。その中での年越

しとなりましたが、今年はいよいよ東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。自

国での夏季オリンピック開催は56年ぶりとなり、どのような大会となるのかが今から楽しみです。世界・日本の多くの人が

お互いに元気をもらい合えるような機会になれば良いなと思います。

　今期のインフルエンザは早い時期から猛威を振るっています。手洗い・うがい、マスクの着用、換気等、あらゆる感染予

防の対策をとり、冬を乗り切りましょう。

編
集 後 記

※本会報は本人または保護者の同意のもとに写真を掲載しております。

やしおみ荘へ行こう　� やしおみ荘

　11月28日(木)と12月３日(火)上遠野小学校４年生が来荘

し、利用者との交流を通して、やしおみ荘の施設や福祉に

ついて学ぶ「やしおみ荘へ行こう」を行いました。

　１日目は、施設長から施設の概要や障がいに関する福祉

講話をしました。メモを取りながら真剣に講話を聞いた後

の質疑応答では、事前に聞きたいことや今回の福祉講話を

聞き、改めて疑問に思ったことや知りたいことを施設長に

質問していました。職員に対しても、「大変なことは何で

すか」「嬉しかったことはどんな時ですか」と質問を受け

ました。近年、介護問題や介護の仕事に関する話題が紙面

やニュース等でも見かけますが、子ども達も介護の現場に

興味を持っている事、自分達の言葉で福祉の話をする機会があった事を嬉しく思いました。

　福祉講話の後は体育館で子ども達が合唱・合奏・ダンスを披露してくれました。合唱では、前期のＮＨ

Ｋ連続テレビ小説「なつぞら」の主題歌「優しいあの子」を歌ってくれました。毎日欠かさず『朝ドラ』

を見ていた利用者にとっては馴染みの曲です。聞いたことのあるメロディーが流れてくると、左右に体

を揺らしながら手拍子をとっている利用者が多く見受けられました。ダンスでは、軽快な曲調と子ども

達のダイナミックな表現に圧倒されました。

　２日目は子ども達と利用者が６グループに分かれ、一緒にクリスマスの飾りを製作しました。

　小さいサイズの板に、市販の芝少量を木工ボンドで模った箇所に貼り付けてクリスマスツリーの木に

模し、そこへプレゼントの箱や星等の飾りをつけました。同じオーナメントでも、貼り付ける場所や他

に何を飾るかによって仕上がりも異なります。はじめは何を作ったら良いか悩んでいるようでしたが、

自分の作りたいデザインがひらめくと、「ここにこれをつけたい」「もっとこれが欲しい」といった声が

あちこちから聞こえてきました。子ども達も自分の作品を作りながらも、利用者がどうしたいのかを聞

いてからお手伝いをしてくれており、利用者も声をかけてくれたこと、一緒に作れたことが楽しかった

ようです。子ども達から「毎年飾れるね」「今日から飾ろう」と感想も聞かれ、一つとして同じものが

ない素敵な作品が出来上がりました。

　この行事の中で実際に利用者と交流することによって、将来を担う子ども達の高齢者や障がい者に対

するイメージが少しでも変化し、活かしてほしいと思います。

ふじみの園副主任生活支援員　江間　若菜チームリーダー研修報告
　９月５日（木）～９月６日（金）の２日間、福島県総合社会福祉センター講堂にて開催された「令

和元年度 福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程 チームリーダー研修」に参加させていただき

ました。今回の研修を通して、自身の置かれている立場と今後担う役割について振り返ることが

出来ましたが、それと同時に今の自分には達成出来ていないことがたくさんあり、特に副主任と

いう立場において、他職員を引っ張る力や、後輩を指導する力が弱いということを痛感しました。

自身の発言・行動に自信を持ち、根拠をもった支援を行うこと等、他職員の手本となれるよう日々

の業務にあたっていきたいと思います。また、傾聴と受容を忘れず、他職員の声に耳を傾けなが

ら話しやすい環境をつくり、よりよい支援を目指す為に他職員との連携を深めていきたいと思い

ます。

寄付を頂いた方
佐藤　淳一 様（佐藤理容所 様）

関根　髙夫 様


